集積化マイクロフルイディック・バイオセンシングデバイスのための自動溶液処理 by Biswas Gokul Chandra
Automatic processing of solutions for
integrated microfluidic biosensing devices











氏 名            GOKUL CHANDRA BISWAS  
学 位 の 種 類            博 士 （工 学） 
学 位 記 番 号         博 甲 第  8035  号 
学 位 授 与 年 月 日         平成 29年 3月 24日 
学 位 授 与 の要 件         学位規則第４条第１項該当 
審 査 研 究 科         数理物質科学研究科 
学 位 論 文 題 目  
 Automatic processing of solutions for integrated microfluidic biosensing devices 
 （集積化マイクロフルイディック・バイオセンシングデバイスのための自動溶液処理） 
      
      
主 査         筑波大学教授    博士（工学）  鈴木 博章 
 
副 査         筑波大学教授    理学博士   中村 潤児 
副 査         筑波大学教授    博士（工学）  末益 崇 
副 査         筑波大学准教授  Ph.D.       Edwin. T. Carlen 
副 査         筑波大学准教授   博士（農学）  辻村 清也 
 
 

















V (vs. Ag/AgCl)程度の電位の印加により、白金電極上の SAMを還元脱離し、これにより表面を疎水性か
ら親水性に変化させる。この変化を利用することにより、ガラスと PDMS からなる微小流路内を毛細管現
象で進行する溶液を停止させ、必要な時にこの移動を再開するバルブとして機能させることができる。わ
ずか 10 µm 幅のバルブでも 1 cm 幅の流路で水溶液を安定に静止させることができた。このバルブは構
造が非常にシンプルであるために、微小流路ネットワーク中の多数の必要な箇所に集積化することも可
能である。また、SAM が高 pH で脱離しやすくなることを確認し、水の電気分解で白金電極端部の pH を
上昇させ、電位印加時の SAM の還元脱離を加速し、スイッチング時間を短縮できることも述べている。さ









































平成 29年 2月 14日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
 
